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学校法人三幸学園 

名古屋ウェディング&ブライダル専門学校 

校長 古渕 泰弘 殿 

 

学校関係者評価委員会 

委員長 大塚 淳夫 

 

 

学校関係者評価委員会実施報告 

 

2025年度学校関係者評価について、下記のとおり評価結果を報告します。 

 

 

記 

 

１ 学校関係者評価委員 

① 大塚淳夫 （有限会社ビバーチェ 代表取締役） 

② 市川恵利 （株式会社クリエイティブショー 代表取締役） 

③ 藤原信一 （飛鳥未来高等学校名古屋キャンパス キャンパス長） 

 

２ 学校関係者評価委員会の開催状況 

 2026年 5月 11日（会場 名古屋ウェディング&ブライダル専門学校 図書室） 

 

３ 学校関係者委員会報告 

 以下「自己評価・学校関係者評価報告書」に学校関係者評価委員会コメントとして記載 

 

以上 

  



2025年度 学校法人 三幸学園 名古屋ウェディング＆ブライダル専門学校 

 自己評価ならびに学校関係者評価報告書 
 

自己評価報告責任者 ： 副校長 陶山 毅 

学校関係者評価報告責任者 ： 学校関係者評価委員会委員長 大塚 淳夫 

 

 

1. 学校の教育目標 

学園のビジョン「人を活かし、日本をそして世界を明るく元気にする」、ミッション「人を活かし、困難を希望に変え

る」のもと、ウェディング分野の学校として「最幸の結婚式を通じて、日本そして世界の家族を明るく元気にする」と

いうビジョンを掲げている。 

また「技能と心の調和」を教育理念とし「素直な心、感謝の気持ち、高い意欲を持ち続け、自ら考え、自ら行動

することで、社会に貢献する人材」、ウェディング分野として「最幸の結婚式を創り上げることを通じて、新郎・新婦

だけでなく、その家族、その人生も幸せにできるＮｏ．１のプランナー・コーディネーターとなる人材」を育成する人物

像とし、専門学校として社会・業界に求められる人材の育成を進めている。 

 

２. 前年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

① 前年度重点施策振り返り 

・主体性を育む教育 

・退学率の低減 

・検定合格率の向上 

・掃除、挨拶の徹底 

・授業力向上 

 

2024 年度の退学率 5.5％に対し、2025 年度は 3.7％と大幅に低減した。その要因として、学生との信頼関係を

構築するために学生の言動の背景を聴いてからの指導ができていたためだと考える。 

 

 

②  学校関係者評価委員会コメント 

今年度も継続して指導していただきたい。 

（大塚委員、市川委員、藤原委員:ウェディングプランナー科・ブライダルヘアメイク&ドレス科について） 

 

 

 

  



３.評価項目の達成及び取組状況 

（１）教育理念・目標 

① 課題 

学校の理念や目的・人材育成像（ディプロマポリシー）に関しては、三幸学園全体で発信されており、また、各学校

の教育目標、育成人材像等も分野によって方向づけられているので、学園全体としてしっかりと取り組めている。 

学生・保護者への周知に関しても、保護者説明会やスタートアッププログラム等でしっかりと出来ているため、特に

課題はないと考える。 

 

② 今後の改善方策 

継続して適正に運営をしていく。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

学生に親身になって運営できている。引き続き継続を希望する。 

（大塚委員:ウェディングプランナー科・ヘアメイク&ドレス科について） 

 

  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっているか） 4 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか 4 

学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者等に周知されているか 4 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか 4 



（２）学校運営 

① 課題 

総務・人財部・教育開発部を中心に、学園全体で統一した内容が発信、管理されており、特に問題なし。 

 

② 今後の改善方策 

継続して適正に運営をしていく。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

講師が前年度使用しにくいと声をあげたシステムが改善されていて良い。学生はシステムが分からないとあきらめ

る学生も多いため、学生により分かりやすいシステムの運用やフォロー体制が必要ではないか。 

（市川委員:ウェディングプランナー科・ヘアメイク&ドレス科について） 

  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

目的等に沿った運営方針が策定されているか 4 

事業計画に沿った運営方針が策定されているか 4 

運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか 4 

人事、給与に関する制度は整備されているか 4 

教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか 4 

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか 4 

教育活動に関する情報公開が適切になされているか 4 

情報システム化等による業務の効率化が図られているか 4 



（３）教育活動 

① 課題 

昨年課題であった関連分野における技術を修得するための研修や教員の指導力育成、資質向上については研

修を任意ではなく、対象者を絞り対象者全員が参加できるようにした。また、教員間での授業見学を行うことによっ

て自己研鑽を促し、それによって授業力向上につながった。 

 

② 今後の改善方策 

継続して適正に運営をしていく。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

退学率が低下した理由に教員の学生との関わり方が良い影響を与えているのではないか。 

（藤原委員：ウェディングプランナー科・ヘアメイク&ドレス科について） 

  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか 4 

目標の設定として、教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に

対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
4 

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 4 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施

されているか 
4 

関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われ

ているか 
4 

関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に

位置づけられているか 
4 

授業評価の実施･評価体制はあるか 4 

職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか 4 

成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 4 

資格（免許）取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか 4 

人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保し、組織できているか 4 

関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含め）の提供先を確保するなどマ

ネジメントが行われているか 
4 

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上

のための取組が行われているか 
4 

職員の能力開発のための研修等が行われているか 4 



（４）学修成果 

① 課題 

資格取得率は昨年度に比べて向上したが、引き続き卒業生支援については課題がある。 

 

② 今後の改善方策 

卒業生支援は分野主導で全国ウェディング校にてオンラインで研修があるため、卒業生には LINE 等を活用

して案内を行っていく。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

現場では卒業後の学生の業界からの離脱が散見される。入社後のギャップを乗り越えられず、周りに相談すること

もなく辞めてしまうのではないか。 

（市川委員：ウェディングプランナー科） 

 

  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

就職率の向上が図られているか 4 

資格（免許）取得率の向上が図られているか 4 

退学率の低減が図られているか 4 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 3 

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか 3 



（５）学生支援 

① 課題 

高校との連携によるキャリア教育・職業教育の取り組みをより充実させていきたい。 

 

② 今後の改善方策 

キャリア教育は高校 3年生ではなく、1年生の時から実施をすることを継続していく。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

高校との連携について、通常のオープンキャンパスの体験だけでなく、実際の授業見学や本校の設備だから

こそ出来ることを高校生に実感してもらうことでより高校生のイメージが鮮明になるのではないか。 

（藤原委員：ウェディングプランナー科・ヘアメイク&ドレス科について） 

その他学校運営については、保護者との連携もよく取れている。引き続き継続していただきたい。 

（大塚委員：ウェディングプランナー科・ヘアメイク&ドレス科について） 

  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか 4 

学生相談に関する体制は整備されているか 4 

学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか 4 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか 4 

課外活動に対する支援体制は整備されているか 4 

学生の生活環境への支援は行われているか 3 

保護者と適切に連携しているか 4 

卒業生への支援体制はあるか 3 

中途退学者への支援体制はあるか 2 

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか 2 

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか 3 



（６）教育環境 

① 課題 

教育環境はしっかり整備されているため、課題は特にない。 

 

② 今後の改善方策 

継続して適正な教育環境を整備していく。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

⑤ 学校関係者評価委員会コメント 

インターンシップは座学だけでなく、座学で学んだことを現場で良いことも悪いことも経験できる。学生がどのよ

うに頑張っていたかが見えてくる良い制度である。 

（市川委員：ウェディングプランナー科・ヘアメイク&ドレス科について） 

 

  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 4 

学内外の実習施設,インターンシップ,海外研修等について十分な教育体制を整備しているか 4 

防災・安全管理に対する体制は整備されているか 4 



（７）学生の受入れ募集 

① 課題 

特に大きな課題はない。 

 

② 今後の改善方策 

継続して適切な運営をしていく。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

⑤  学校関係者評価委員会コメント 

もっと姉妹校高校に対し、情報提供の場を増やしても良いのではないか。在校生の活躍などを知れる機会が増え

ると良い。 

（藤原委員：ウェディングプランナー科・ヘアメイク&ドレス科について） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学生募集活動は、適正に行われているか 4 

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 4 

入学選考は、適性に行われているか 4 

学納金は妥当なものとなっているか 4 



（８）財務 

① 課題 

【中長期計画】 

なし 

 

【予算・収支計画】 

 なし 

 

【会計監査】 

なし 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

② 今後の改善方法 

【中期計画】 

なし 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

③ 特記事項 

2025 年度は第３期中期経営計画（2023 年度～2027 年度）の 3 年目にあたり、東京未来大学及び小

田原短期大学の中期計画改定を反映し、第３期中期経営計画＜第 2.0 版＞を策定し年度開始時より

適用した。中期経営計画及びその進捗状況はホームページ上に公開している。 

 

➃ 学校関係者評価委員会コメント 

 特になし 

 

  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４ 

財務について会計監査が適正に行われているか ４ 

財務情報公開の体制整備はできているか ４ 



 

（９）法令等の遵守 

① 課題 

特に大きな課題はない。 

 

② 今後の改善方策 

継続して適切な運営をしていく。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④ 学校関係者評価委員会コメント 

特になし 

 

  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

関係法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 4 

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 4 

自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 4 

自己評価結果を公開しているか 4 



（１０）社会貢献・地域貢献 

① 課題 

イオン様と連携したプロジェクトを継続していく。 

 

② 今後の改善方策 

イオン様以外の社会貢献・地域貢献を検討していく。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

④  学校関係者評価委員会コメント 

介護施設でメイクやネイルの実施などができるのではないか。 

（市川委員：ヘアメイク&ドレス科について） 

 

  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか 3 

学生のボランティア活動を奨励、支援しているか 3 

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか 1 



 

４. 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

具体的な目標や計画については、自己評価からは概ね適正であると考える。学校の健全な運営や改善につ 

ながるため、そして地域や業界から求められる、必要とされる学校になるため、今後も課題を把握し学校運営 

をしていく必要があると考える。 

 

学校関係者評価委員コメント 

自己評価は概ね適正であると考える。日々変化する社会に対応できるよう学生へのサポート体制を強化して

いくことが大切だと改めて感じた。 

 

 

 


